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Ten years have passed since Shizuoka Prefecture decided to adopt universal design as a key concept of the local community policy. 
Hamamatsu City also employed the concept as its policy. However, the progress seems slower than hoped. Present research aimed 
to grasp the current status, and tried to find proposals for actual implementation of the concept. In 2010, International Conference for 
Universal design in Hamamatsu was held. To coincide with the occasion, an examination of recent progresses and future perspectives 
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い住宅、という視点はそれなりの合意を得ているが、設計
者や建設側にも対応ができやすい新築はともかくとして、
既存住宅のユニバーサルデザイン化ははかばかしくない。
2015年時点では全住宅の4割に一定程度の高齢対応デザ
イン（段差解消、手すり設置、開口部の幅員確保）が組み
込まれているようにしたい、半分は新築で、残り半分は既
存改修で、というのが国土交通省の思惑だったが、残念な
がらその目標には到達しそうにない。かつての住宅金融公
庫融資は政策的に誘導する手段としてかなり効果のあるも
のだったが、公庫の独立行政法人化に合わせて役割が大き
く変えられたために以前のような力はない。現在の浜松市
の住宅に対する施策は、耐震補強の補助金があるが、高齢
対応改修は相談までにとどまっており、効果的な事前割り
込みはできていない。それがコストパフォーマンスから見
て妥当かどうか、検討すべき余地はあるのではないか？
　一歩外に出れば、道、交通機関、そして目的地、あらゆ
るものが評価対象である。別の言い方をすると「ゆりかご
から墓場まで」、すべての行為に関わる。これに関しては、
バリアフリー新法により、新設は義務、既存は努力義務と
なるところが出てきているが、それを効果的に進めるため
の「アメとムチ」が欠けていると思われる。ハートビル法
が2002年に改正されて、確認申請時に同時にチェックさ
れることになったが、その際に自治体に権限を与えた規制
の上乗せが浜松市では導入されていない。これについては、
地方自治法に基づく上乗せと、ハートビル法（現在のバリ
アフリー法）とを組み合わせて使うようにすると、より高
い水準を目指すかあるいはそれが無理な場合にはソフト的
な対応でサービス水準を上げるか、いずれかを取ることを
事実上強く要請することができるのだが、筆者が知る限り
ではそういった前向きの介入は考えられていないように見
受けられる。
おわりに
　多数の人が利用する建築物にあっては、出発点は一般解
でなければならない。一般解で不都合をできる限りなくす
のが基本で、それでダメなときに支援技術や人的対応など
の特殊解が登場する。この点をもっと強く意識すべきとき
に来ていると筆者は考える。こうした発想は、社会が「イ
ンクルーシブ」（排除されないこと）であるための必須要
件であり、一般解であるユニバーサルデザインをもっと前
面に打ち出し、さまざまな取り組みと組み合わされればよ
りよい暮らしを支えるものとなろう。
注記：
　本報告は、2010年度に配分を受けた文化・芸術研究センター長特別研
究に対するものである。
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